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問
消
防
の
新
防
災
拠
点
の

運
用
が
開
始
さ
れ
る

が
、
大
規
模
災
害
、
特
殊
災
害

へ
の
対
応
力
に
対
す
る
消
防
広

域
化
に
つ
い
て
の
見
解
は

答
複
雑
多
様
化
す
る
災

害
、
救
急
需
要
の
増

加
、
大
規
模
な
災
害
が
懸
念
さ

れ
る
地
震
な
ど
に
対
応
す
る
に

は
、
小
規
模
な
消
防
組
織
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

消
防
広
域
化
が
全
国
で
進
め
ら

れ
、
県
内
で
は
、
平
成
28
年
４

月
に
25
消
防
本
部
か
ら
16
消
防

本
部
に
な
り
ま
し
た
。
当
地
区

に
お
い
て
も
東
遠
地
区
消
防
救

急
広
域
化
検
討
会
事
務
局
会
議

の
中
で
広
域
化
に
向
け
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
大
き
な
進
展

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
広
域

化
の
期
限
を
見
据
え
な
が
ら
慎

重
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問
御
前
崎
市
は
御
前
崎
港

を
核
と
し
た
活
性
化
を

進
め
る
べ
き
で
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
、
貿
易
に
関
す
る
荷
主

の
変
更
、
荷
主
の
獲
得
に
つ
い

て
の
進
捗
状
況
は

答
27
年
度
よ
り
客
船
誘
致

の
取
り
組
み
を
開
始
、

清
水
港
の
視
察
、
国
交
省
港
湾

局
の
全
国
ク
ル
ー
ズ
活
性
化
会

議
に
入
会
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。
誘
致
に
は
観
光
資

源
が
寄
港
の
決
定
要
素
で
す
の

で
、
関
連
市
町
と
連
携
し
て
寄

港
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。
貿
易
拡
大
に
つ
い
て
は
、

御
前
崎
港
振
興
会
事
業
に
よ

り
、
航
路
や
貨
物
に
対
す
る
助

成
制
度
を
始
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
貿
易
拡
大
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
浜
岡
原

発
再
稼

働
の
動
き
が
あ

る
。
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
の
７
市
長
は

再
稼
働
に
反
対

し
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は

答
新
規
制

基
準
の

適
合
性
審
査
が

行
わ
れ
て
い
る

段
階
で
の
発
言

は
、
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。問

原
発
の
過
酷
事
故
に
対

す
る
市
民
、
高
齢
者
の

避
難
計
画
、
避
難
訓
練
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
策
定
す
る
の
か

答
市
の
広
域
避
難
計
画
骨

子
は
概
ね
出
来
て
い
ま

す
。
避
難
路
ル
ー
ト
、
受
入
先

な
ど
は
、
県
と
調
整
し
な
が
ら

公
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。問

佐
倉
一
区
は
海
抜
７

ｍ
、
小こ

し
お塩

橋
付
近
は
10

分
で
津
波
が
浸
水
す
る
危
険
な

箇
所
だ
。
高
齢
者
対
策
な
ど
今

後
の
対
応
は

答
佐
倉
一
区
は
徒
歩
で
津

波
浸
水
区
域
外
へ
の
避

難
が
可
能
な
区
域
で
す
。
避
難

ル
ー
ト
の
再
確
認
や
高
齢
者
避

難
に
伴
う
支
援
の
ソ
フ
ト
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。問

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
方
法

と
配
布
完
了
の
時
期
は

答
平
成
28
年
９
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
各
地
区
単

位
で
事
前
説
明
会
を
開
催
し
、

災
害
時
に
は
速
や
か
に
服
用
で

き
る
よ
う
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

配
布
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
砂
丘
に
埋
め
立
て
た
砂

は
ど
こ
か
ら
運
び
、
運

ん
だ
目
的
は
何
か
。
ま
た
、
県

は
承
知
を
し
て
い
る
の
か

答
砂
は
、
中
電
の
安
全
性

向
上
対
策
工
事
で
発
生

し
た
砂
で
、
浸
食
さ
れ
た
砂
丘

復
元
の
た
め
に
盛
土
し
た
も
の

で
す
。
県
と
事
前
協
議
し
、
許

可
を
受
け
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

松下久己

原
発
再
稼
働
問
題
及
び

避
難
計
画
・
避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
つ
い
て

浜
岡
砂
丘
の
埋
め
立
て
の
問
題
点
に
つ
い
て

清水澄夫

完成間近の消防庁舎

津波避難タワー浜岡砂丘入口

平
成
28
年
６
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

中
部
電
力
㈱
か
ら
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て

中
部
電
力
㈱
で
は
、
現
在
、
次
の
よ
う
な
安
全
性
向
上
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑴　

内
部
火
災
対
策
に
つ
い
て

火
災
に
よ
り
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、

次
の
３
つ
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

①
火
災
発
生
防
止
…
発
火
性
又
は
引

火
性
物
質
を
内
包
す
る
系
統
に
油

受
け
約
70
台
設
置

②
火
災
感
知
及
び
消
火
…
火
災
感
知

器
約
２
千
箇
所
追
加
、
電
源
盤
や

油
内
包
機
器
、
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ

に
自
動
消
火
装
置
を
追
加
設
置

③
火
災
の
影
響
軽
減
…
耐
火
能
力
を
有

す
る
障
壁
の
追
加
設
置
等

⑵　

内
部
溢い

っ
す
い水
対
策
に
つ
い
て

万
が
一
建
屋
内
が
浸
水
し
た
場
合
に

対
し
て
、
水
密
扉
の
設
置
や
配
管
接
続

部
か
ら
の
浸
水
防
止
の
た
め
止
水
剤
を

充
て
ん
す
る
な
ど
安
全
上
重
要
な
機
能

を
損
な
わ
な
い
よ
う
対
策
を
図
り
ま
す
。

⑶　

注
水
機
能
強
化
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
注
水
手
段
に
加
え
て
、

建
屋
内
注
水
配
管
の
追
加
設
置
や
可
搬

設
備
に
よ
る
注
水
を
可
能
と
す
る
た
め

の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

⑷　

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
配
管
設
置

工
事
に
つ
い
て

万
が
一
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

格
納
容
器
の
破
損
防
止
の
た
め
格
納
容

器
ベ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

際
に
、
セ
シ
ウ
ム
な
ど
の
粒
子
状
の
放

射
性
物
質
の
放
出
を
低
減
し
て
長
期
的

な
土
壌
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
フ
ィ

ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

⑸　

緊
急
時
対
策
所
の
機
能
強
化
に
つ

い
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
相
当

の
放
射
性
物
質
の
大
量
放
出
事
象
を
想

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

定
し
、
緊
急
時
対
策
所
の
放
射
線
遮
へ
い
対
策
等
を
実
施
す
る
た

め
、耐
震
構
造
の
建
物
を
設
け
て
緊
急
時
対
策
所
を
強
化
し
ま
す
。

以
上
、
中
部
電
力
㈱
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

２　

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
書
に
つ

い
て

委
員
の
構
成
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、県
と
御
前
崎
市
・

牧
之
原
市
・
掛
川
市
・
菊
川
市
の
４
市
が
中
部
電
力
㈱
と
締
結
し

て
い
る
安
全
協
定
に
つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に
す
る
た
め
、
委
員

会
の
中
で
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
秘
書
政
策
課
原
子
力
政
策
室
の
担
当
者
か
ら
協
定
締

結
の
経
緯
や
目
的
に
つ
い
て
ま
ず
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
廃

炉
や
再
稼
働
、
安
全
協
定
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
報
告
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